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❶
国
民
健
康
保
険
証
を
カ

ー
ド
型
に
し
て
、
家
族
一
人

ひ
と
り
が
持
て
る
よ
う
に
す

る
べ
き
で
あ
る
。

市
民
部
長
　
平
成
23
年
４

月
か
ら
、
家
族
一
人
ひ
と
り

が
そ
れ
ぞ
れ
一
枚
ず
つ
持
て

る
個
人
用
カ
ー
ド
型
の
国
民

健
康
保
険
証
に
変
更
す
る
。

❷
市
庁
舎
入
り
口
に
設
置

さ
れ
た
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式

案
内
板
の
設
置
場
所
と
使
用

方
法
の
周
知
徹
底
を
す
べ
き
。

総
務
部
長　

市
広
報
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
案
内
し
て
い

る
の
で
一
定
の
周
知
は
図
れ

て
い
る
。
設
置
場
所
が
適
切

か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
も
含

め
、
当
面
の
利
用
状
況
を
み

て
考
え
た
い
。

❸
３
人
乗
り
自
転
車
へ
の

助
成
や
レ
ン
タ
ル
制
度
を
導

入
し
て
は
ど
う
か
。

保
健
福
祉
部
長
　
本
市
の

利
用
実
態
を
み
な
が
ら
、
さ

ら
に
研
究
す
る
。
ま
た
、
京

都
府
警
が
持
つ
３
人
乗
り
自

転
車
な
ど
を
活
用
し
て
、
ぜ

ひ
試
乗
会
を
や
り
た
い
。

❹
低
所
得
世
帯
の
受
験
生

を
対
象
に
し
た
、
市
独
自
の

奨
学
金
制
度
を
創
設
す
べ
き
。

保
健
福
祉
部
長　

新
た
な

奨
学
金
に
つ
い
て
は
、
さ
ら

に
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

❺
小
学
生
に
救
急
救
命
の

講
習
を
行
い
、「
子
ど
も
救

命
士
認
定
証
」
を
付
与
し
て

は
ど
う
か
。

消
防
長　

小
学
生
向
け
の

救
命
講
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

今
後
研
究
し
た
い
。

❻
命
の
カ
プ
セ
ル
「
救
急

医
療
キ
ッ
ト
」
の
無
料
配
布

を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

保
健
福
祉
部
長　

災
害
時

要
配
慮
者
避
難
支
援
計
画
の

中
で
具
体
的
に
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
と
し
て
の
取
り
組
み
が
で

き
る
の
か
協
議
し
た
い
。

❼
近
鉄
興
戸
駅
に
「
待
合

室
」
を
設
置
す
る
よ
う
は
た

ら
き
か
け
て
は
ど
う
か
。

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

近
鉄
と
し
て
は
、
現
在
、

興
戸
駅
に
設
置
す
る
考
え
は

な
い
と
聞
い
て
い
る
。

❽
Ｊ
Ｒ
同
志
社
前
駅
付
近

か
ら
、
田
辺
中
学
校
ま
で
の

通
学
路
が
大
変
危
険
で
あ
る
。

改
修
・
改
善
す
べ
き
。

市
長　

安
全
・
安
心
と
い

う
の
は
私
の
基
本
姿
勢
な
の

で
、
十
分
考
慮
し
、
施
策
も

考
え
て
い
き
た
い
。

❶ 

省
エ
ネ
対
策
と
し
て
、

公
共
施
設
へ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

の
導
入
や
街
路
灯
に
ソ
ー
ラ

ー
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
を
進
め
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

総
務
部
長　

庁
舎
前
の
歩

道
は
省
エ
ネ
効
果
が
大
き
い

Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
に
替
え
て
い
る
。

そ
の
他
、
中
央
体
育
館
の
ト

イ
レ
に
導
入
し
て
い
る
。
今

後
、
費
用
対
効
果
も
考
え
、

諸
問
題
の
解
決
を
図
り
な
が

ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

❷
環
境
教
育
の
一
環
と
し

て
、
子
ど
も
環
境
家
計
簿
を

作
成
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
部
長
　
環
境
教
育
の

充
実
を
図
っ
て
い
く
た
め
の

一
つ
と
し
て
、
各
学
校
に
情

報
提
供
し
て
い
き
た
い
。

❸
平
成
23
年
度
策
定
に
向

け
た
健
康
増
進
計
画
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
問
う
。

保
健
福
祉
部
長　

各
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
課
題

抽
出
を
行
い
、
計
画
体
系
の

中
で
反
映
し
て
い
き
た
い
。

　

❹
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
提
唱
す
る
健

康
都
市
へ
の
参
加
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

保
健
福
祉
部
長　

参
加
は

考
え
て
い
な
い
が
、
先
進
事

例
と
し
て
、
健
康
増
進
計
画

の
参
考
に
し
た
い
。

❺
高
齢
者
の
介
護
予
防
に

も
つ
な
が
る
介
護
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

保
健
福
祉
部
長　

高
齢
者

が
要
介
護
者
な
ど
に
対
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う

こ
と
を
通
し
て
、
本
人
の
健

康
増
進
、
介
護
予
防
、
生
き

が
い
づ
く
り
に
つ
な
が
る
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
が
、
従

来
か
ら
無
償
で
活
動
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
関

係
機
関
の
意
見
を
聴
き
な
が

ら
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

❻
今
夏
、
隣
接
の
八
幡
市

に
開
設
さ
れ
る
大
型
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
伴
い
、

山
手
幹
線
の
交
通
渋
滞
が
心

配
さ
れ
る
。
市
の
対
策
は
。

経
済
環
境
部
長　

交
通
渋

滞
が
最
小
限
に
留
ま
る
よ
う
、

府
や
八
幡
市
に
要
望
す
る
と

と
も
に
、
大
規
模
小
売
店
舗

立
地
法
に
基
づ
く
意
見
書
を

府
に
提
出
し
た
い
。

❼
高
速
バ
ス
の
送
迎
者
用

駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
は
。

建
設
部
長　

３
月
中
に
、

暫
定
的
に
市
有
地
を
利
用
し
、

設
置
を
考
え
て
い
る
。

❶
京
奈
和
自
動
車
道
の

「
通
称
100
円
橋
」
は
生
活
道

路
で
あ
る
。
100
円
負
担
廃
止

を
ネ
ク
ス
コ
西
日
本
、
京
都

府
、
国
土
交
通
省
な
ど
関
係

機
関
に
は
た
ら
き
か
け
を
。

建
設
部
長
　「
通
称
100
円

橋
」
は
、
一
般
道
路
や
生
活

道
路
で
は
な
く
、
高
速
自
動

車
道
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る

一
般
有
料
道
路
で
あ
り
、
通

行
料
金
の
負
担
廃
止
は
難
し

い
と
考
え
て
い
る
。

❷
一
休
寺
周
辺
の
開
発
が

進
み
、
西
側
は
す
べ
て
住
宅

地
と
な
っ
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

が
「
一
休
寺
裏
山
を
開
発
か

ら
守
る
会
」
を
立
ち
上
げ
、

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
・
10

億
円
募
金
運
動
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。
市
民
の
運
動
と
行

政
が
共
同
し
て
緑
と
景
観
を

保
全
す
る
こ
と
は
市
の
責
務

と
考
え
る
。
市
長
自
ら
景
観

保
全
の
た
め
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ト
ラ
ス
ト
運
動
を
支
援
す
る

意
思
を
表
明
す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

市
長　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
一
休

酬
恩
会
の
主
体
的
な
発
意
に

基
づ
き
、
展
開
さ
れ
て
い
る

運
動
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市

と
し
て
は
、
好
意
を
も
っ
て

見
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

❸
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
助

成
事
業
の
実
績
と
評
価
を
問

う
。
ま
た
、
経
済
波
及
効
果

を
広
げ
る
上
で
、
住
宅
改
修

助
成
制
度
（
平
成
14
、
15
年

度
）
を
実
施
す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

経
済
環
境
部
長　

バ
リ
ア

フ
リ
ー
改
修
助
成
事
業
の
実

績
は
、
交
付
決
定
件
数
が
19

件
、
交
付
額
は
１
７
７
万
１

０
０
０
円
。
経
済
効
果
は
、

約
４
７
０
０
万
円
と
試
算
し

て
お
り
、
効
果
が
あ
っ
た
も

の
と
考
え
て
い
る
。

市
長　

平
成
14
、
15
年
に

実
施
し
た
住
宅
改
修
助
成
制

度
は
今
後
参
考
に
し
た
い
と

考
え
る
。

❹
水
道
料
金
引
き
下
げ
に

に
つ
い
て
、
今
後
も
「
カ
ラ

水
＝
未
使
用
水
」
負
担
を
見

直
す
よ
う
に
、
京
都
府
に
は

た
ら
き
か
け
よ
。

市
長
「
カ
ラ
水
」
問
題
は

「
基
本
水
量
」
に
か
か
る
も

の
で
、
見
直
し
に
つ
い
て
は

議
論
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ

る
。

❶
条
例
に
規
定
の
な
い
年

末
年
始
の
特
別
手
当
を
即
時
、

市
民
に
返
還
す
べ
き
だ
。
例

え
ば
基
本
給
が
１
日
１
万
円

の
職
員
の
時
間
外
勤
務
手
当

１
万
３
５
０
０
円
に
時
間
２

８
６
３
円
の
８
時
間
分
を
加

え
、
何
と
１
日
３
万
６
４
０

４
円
と
い
う
高
額
の
支
給
は

到
底
納
得
で
き
な
い
。
市
長

在
任
期
間
の
総
額
約
３
０
０

０
万
円
を
市
民
に
返
す
べ
き
。

市
長
　
世
の
中
の
意
見
を

尊
重
す
る
中
で
廃
止
し
て
い

き
た
い
。

❷
時
代
の
す
う
勢
な
ら
な

ぜ
去
年
は
支
給
し
た
の
か
。

水
道
部
、
消
防
幹
部
は
正
当

な
支
給
と
い
っ
て
い
る
。
き

ち
ん
と
条
例
に
則
っ
て
精
査

し
市
民
に
返
還
す
る
べ
き
だ
。

市
長　

今
の
意
見
を
参
考

に
し
て
い
く
。

❸
携
帯
電
話
や
Ｐ
Ｈ
Ｓ
基

地
局
は
15
㍍
以
上
は
申
請
が

必
要
な
の
で
14
・
９
㍍
の
も

の
ば
か
り
だ
。
市
は
32
基
の

届
け
出
と
い
う
が
、
わ
か
っ

て
い
る
だ
け
で
も
98
基
。
こ

れ
で
は
市
民
の
不
安
が
増
す

ば
か
り
だ
。
強
く
業
者
を
指

導
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

建
設
部
長
　
２
０
０
５
年

に
一
度
文
書
を
出
し
た
き
り

な
の
で
再
度
徹
底
す
る
。

❹
子
ど
も
た
ち
を
事
件
・

事
故
か
ら
守
る
た
め
に
八
幡

市
で
は
８
年
も
前
か
ら
「
き

ょ
う
と
Ｃ
Ａ
Ｐ
」
を
招
い
て

年
２
回
小
中
学
校
の
授
業
で

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し

て
い
る
。
京
田
辺
で
も
取
り

組
め
な
い
の
か
。

教
育
部
長　

八
幡
市
で
の

取
り
組
み
の
活
用
に
つ
い
て

も
十
分
検
討
し
た
い
。

❺
大
住
ケ
丘
汚
水
処
理
場

跡
地
の
有
効
利
用
と
公
園
の

遊
具
設
置
を
急
い
で
ほ
し
い
。

総
務
部
長　

地
元
要
望
が

あ
れ
ば
跡
地
の
空
き
地
部
分

を
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に

開
放
し
て
い
き
た
い
。
遊
具

は
来
年
度
設
置
す
る
。

❻
高
齢
者
へ
の
バ
ス
代
半

額
補
助
を
実
現
し
て
ほ
し
い
。

　

保
健
福
祉
部
長　

老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
利
用
者
以
外
へ

の
補
助
は
考
え
て
い
な
い
。

　

❼
松
井
山
手
駅
ロ
ー
タ
リ

ー
が
狭
く
な
っ
て
危
な
い
。

拡
張
す
べ
き
だ
。

建
設
部
長　

敷
地
が
な
い

の
で
困
難
だ
。

年
末
年
始
特
別
手
当
廃
止
を

世
の
す
う
勢
に
照
ら
し
廃
止

個
人
カ
ー
ド
型
に

生活道路100円橋は無料に

庁舎等の照明をLED化に

料金負担廃止は難しい

費用対効果等を考え検討

平
成
23
年
4
月
か
ら
実
施

問

問
問

問

答

答

答

答

櫻
　
井
　
立
　
志
　
議
員
（
公
明
党
）

国民健康保険証個人カードのおしらせ

同志社山手に設置されたソーラーＬＥＤ街路灯

　100 円橋区間はバイク、自転車も
　　　　　　　　　　　　通行できる道路

市内各所に設置されている携帯電話電波塔　

 

次
　
田
　
典
　
子
　
議
員（
無
所
属
ネ
ッ
ト
）

 

河
　
田
　
美
　
穂
　
議
員
（
公
明
党
）

国
民
健
康

保

険

証

塩
　
貝
　
建
　
夫
　
議
員
（
共
産
党
）


